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はじめに

　地球環境の危機的状況に対応することが、あらゆる分野で最優先課題にされるべきとの認識が拡

がりつつある。地球環境をマネージすることが、人類にとって切迫した重要課題であるとの認識と

ともに、環境監査のＩＳＯ14001の認証取得のために環境マネジメント・システムの構築が必要で

あるところから、“環境マネジメント”（environmental management)という用語が、急速に国際社会

に浸透しつつあるようにみうけられる。

　しかし、わが国でマネジメントを経営と訳すように、マネジメントというと企業経営とか企業管

理との通念があり、環境マネジメントという用語が企業の環境管理（や環境経営）という意味で用

いられることが多い。もし環境マネジメントを企業の環境管理の意味に限定して考察するなら、そ

のような環境マネジメントの研究は、到底今日の地球環境問題に応えることはできない。

　今問われているのは、これ迄の限定細分化もしくは要素還元主義の科学のパラダイムそのものだ

からである。地球における自然の循環システムや生命の連鎖などの問題に，専門分化した個々の分

野では対応できないため、従来の科学の枠組みから新しいパラダイムへの転換がもとめられている。

既成の経営学や経済学の枠組みをそのままにして、それに環境経営や環境経済などを一つの研究領

域として追加するのであれば、限定細分化を助長することになる。（これでは一見環境問題に取り

組んでいるようにみえても、根本的な環境対応としては逆行することになる。）そうではなくて、

経営学や経済学が、それぞれ全体として環境問題への対応を考える学問に、既成の枠組みを超えて

パラダイム変換することが必要なのである。たとえば一つのステップとして、地球のための経営、

地球のための経済をめざすべきと思われる（石井、1995：53～68)。

　このような問題意識で、1993年に私たちは、地球のためのマネジメントをめざして『地球マネジ
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メント』と題する著作を発表した（北原・石井、1993）。そこでは近時、最先端の科学的アプロー

チとしてクローズアップされている複雑系研究の礎になっている諸説が取り入れられている。複雑

系の科学でも、個々の専門分野内での理論形成が多く、たとえ幾つかの学問領域にまたがるもので

あっても、地球そのものを複雑系とみる理論は展開されていない。ここに複雑系の科学の一つの限

界がみられる（石井、1998A）。複雑系研究者の著作からは、ほとんど地球環境問題への認識の深さ

が感じられない。現在の複雑系の科学では、地球環境問題に対応することには大きな限界があると

して、私たちは複雑系としての地球をサブタイトルに、再度地球マネジメントの根本原理とも言う

べき“エコプロセシズム宣言”を提唱した（北原・石井、1998）。

　科学の最先端といわれる複雑系の研究分野においても地球環境問題への認識が希薄であるとすれ

ば、“地球マネジメント”に関連する「環境マネジメント」にはどの程度期待できるのであろうか。

地球環境問題に応える学問として、地球マネジメントの発想の有無を視野に入れて、環境マネジメ

ント（environmental management）に関する海外の研究動向や議論の現状をみてみよう。

Ⅰ　環境マネジメントと環境監査

　わが国でも大学の講義科目として、「環境マネジメント」という名称がみうけられるようになっ

てきた。環境マネジメントというと、前述したように、一般に企業の環境管理や環境経営の意味で

用いられることが多い。近年、環境ＩＳＯといわれるＩＳＯ14000シリーズに対する関心が、企業

さらに地方自治体など、わが国はじめ国際社会で急速な拡がりをみせている。ＩＳＯ14001の認証

を取得するためには、環境マネジメント・システムの構築を必要とするところから、「環境マネジ

メント」という用語が一般にかなり浸透してきているのが実状と思われる（ＩＳＯの環境監査やＩ

ＳＯ14001の地方自治体への導入などに関して詳しくは〔石井、1999A;2000A･2001B;2000C〕を参照

されたい）。

　ＩＳＯ14000シリーズが環境監査を包含していることもあり、環境マネジメントのコンセプトが

環境監査よりも確たるものとみる向きがあるかもしれない。しかし、環境マネジメントと環境監査

の関係については、それほど明確になっているわけではない。環境マネジメントの視点からみると

環境監査を内に含み、環境監査の視点からみると環境マネジメントを内に含むように、互いに他を

包含する関係にあるとみることもできる。海外の文献をみると、意外にも、環境マネジメントより

も環境監査の方が、理論的にも実践的にも先行しているように思われる。しかし、今後の研究の針

路としては、環境監査を内に含むような広い環境マネジメントの理論展開が望まれる。今日の地球

環境問題に対応するためには、環境監査ではその射程に限界があるからである。

　それはさておき、最近出版された『環境監査』というタイトルの著作では、イギリスやＥＵの環
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境規制、それにＩＳＯ14000の環境監査などをとりあげるとともに、環境監査の定義に関して次の

ように述べている（Humphrey & Hadley，2000）。

　“環境監査”という用語は、1960年代にアメリカのＩＴＴ社が、“法準拠監査”に言及して以来、

使用されているという。その後1981年に米国会計検査院長は、環境監査とは次のようなものである

と示唆した。すなわち「財務諸表を調査する会計士や監査人による業務だけでなく、適用される法

規への準拠、業務活動の経済性や効率性、それにプログラム成果を達成する際の有効性を調査する

際になされる業務」とされる。これが、1986年７月に発行された米国環境保護庁（ＥＰＡ）の環境

監査政策ステートメントをサポートする、次の公式的な定義になったという。つまり「環境監査と

は、環境条項を満たすことに関連する施設の活動や実践に関して、規制される組織単位による体系

的で証拠づけられた一定期間の客観的な調査である」とされる。

　環境監査という用語は、アメリカからイギリスなどヨーロッパに拡がっていったことなど環境監

査の発達のプロセスや、諸々の環境監査の定義など、環境監査の概念に関して詳しくは、別稿（石

井、2000B）を参照していただくとして、次に環境マネジメントについてみてみよう。

　環境マネジメントに関して最も注目すべき文献として、バロウの「環境マネジメント－原理と実

践』と題する大著がある（Barrow，1999）。環境マネジメントの生成や定義に関して詳述した著作

は少ない。しかしバロウの著作は、数多くの文献・資料の調査を踏まえて、これらの問題に応えて

いる。先ず冒頭での「環境マネジメントは広範かつ急速に生成しつつある学問分野である」という

指摘には留意したい。

　環境マネジメントの生成に関して、バロウは次のように述べている。まず環境マネジメントの役

割は、人間の幸福（well-being）をもたらしたり、地球や地球の生物（organisms）にとって損傷を

軽減したり、これ以上のダメージを回避することをめざして調整することである。一方、これに対

して自然資源マネジメントは、有用性があり主として短期の利得のために、また特別の利害集団、

企業や政府の便益のために開発される地球の特定の構成要素、すなわち資源に一層関心がある。自

然資源マネジメントが環境マネジメントよりも先行していたが、自然資源マネジメントは専門分野

が限られており、一般市民レベルとは遊離していた。そこで、自然資源マネジメントの開発

（exploitation）ではなくて、スチュワードシップ（stewardship：受託管理）を強調する環境マネジ

メントがとって代った。スチュワードシップは、長期の注意深い使用と持続可能な便益という目標

をもってマネジメントしようとする。環境マネジメントへのそのようなアプローチは、多くの学問

分野にまたがり、学際的であり、またホリスティック（全体論的）である。

　バロウは、前述したように、「環境マネジメントは現在生成しており、未だ一定の形をとるには

程遠いということが強調されるべきである」としている。そして環境計画との関係で、環境マネジ
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メントのあり方について以下のように言及している。

　環境マネジメントの焦点は、理論的な計画ではなくて、（自然を損傷する人間の習慣を修正する

ような）現実世界の問題を対象とする実践に関しての履行と監視と監査である。環境計画との緊密

な統合は望ましいけれども、環境マネジメントは、人間と環境との相互作用や問題解決に、科学と

常識との適用を理解することに寄与する一つの研究分野である（Barrow，1999：２～３)。

　次に、環境マネジメントの定義と範囲に関して、バロウは、種々の文献・資料を調査し、環境マ

ネジメントの定義として11を列挙している。それらによると、環境マネジメントは次のような特徴

を持つとされる。

　①しばしば包括的（総称的）な用語として用いられる。

　②持続可能な発展を支える。

　③人間によって影響される世界を取り扱う。

　④多くの学問領域にわたる、もしくは学際的なアプローチを必要とする。

　⑤発展についての様々な観点を統合しなければならない。

　⑥科学、社会科学、政策決定、計画策定の統合を求める。

　⑦基本的な人間の欲求を満たし、できれば上回ることが望ましいと認める。

　⑧関与する時間の尺度は短期を超え、関心はローカルからグローバルに及ぶ。

　⑨脅威や問題に言及するだけでなく、機会を示すべきである。

　⑩開発ではなく、スチュワードシップ（受託管理）を強調する。

　バロウは「環境マネジメントの簡潔で一般的な定義というものは何もない」と結論づけている。

このことは環境マネジメントに関与する専門分野の広さと多様性を知ると理解できるだろうとも述

べている（Barrow，1999：３～５)。そこで、実際に、環境マネジメントに関する海外の文献につ

いて以下みてみよう。

Ⅱ　環境マネジメントに関する海外の議論の現状

１　環境マネジメントに関する海外の博士学位論文について

　環境マネジメントに関する海外の博士学位論文は、ほとんど企業の環境マネジメントという文脈

で議論されている。環境監査に関してＩＳＯ14000は、アメリカのＥＰＡ（環境保護庁）の規制の

あり方を見直す契機になるという調査研究がみられる（Morelli,1997)。環境マネジメント

(Environmental Management)という用語が、論文のタイトルまたはサブタイトルにみられるものと

しては、まず「環境品質マネジメント」（Environmental Quality Management)というタイトルで、ミ

シガン南東部におけるＥＰＡの大気浄化法の規制を経済効率の観点から評価し、環境マネジメント
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の一つの政策を提言する研究（Uwazurike，1994)がみられる。また「環境マネジメント誘因パラダ

イム」というタイトルで、規制する側と規制される側の“インターフェイス”に関する学習効果に

ついての研究があり、環境マネジメントはスーパーファンド法の導入に伴い、アメリカの産業内で

とりわけ注目されるようになってきたといわれる（Froehlich，1992)。それから「有害廃棄物問

題」をテーマに、企業の環境マネジメントを考察し、そのなかで意思決定者はいかに外部環境コス

トを取り扱うかを究明するため、環境原価計算や外部環境コストの問題に取り組んだ研究がみられ

る（Greene，1998)。

　環境マネジメントに関する海外の博士学位論文に関しては、企業の環境マネジメントのなかでも、

製造業における企業の事例研究が多くみうけられる。「製造パフォーマンスのための環境マネジメ

ント戦略の含意」というタイトルで、環境パフォーマンスと製造パフォーマンスが同時に達成され

るかどうかという論争に、環境を保護しながら経済成長は達成しうるという持続可能な発展のコン

セプトに言及して取り組んでいる研究がある（Klassen，1995)。また「環境マネジメントの製品開

発への統合」というタイトルで、マクドナルド他３社が直面している環境上の課題と製品開発の係

わりを探究する研究や（Wen，1994)、「総合品質環境マネジメント」というタイトルで、500社の

品質管理実践と環境パフォーマンスの相互関係についての研究もみられる（Tomlin，1996)。

　それから「環境マネジメント実践と産業界の変化」というタイトルで、アメリカの650の化学工

場の調査というアプローチをとる研究や（Theyel，1997)、「暗黙の価格見積もり」というタイトル

で、環境マネジメント意思決定における非財務要因の影響を、投資決定における非財務要因と関連

して、測定する研究もみられる（Cram，1998)。さらに「環境への姿勢と環境マネジメント行動」

というタイトルで、計画行動理論を応用し、環境姿勢と環境管理者の行動意図との相互関係を調査

する研究や（Cordano，1998)､「企業の緑化」というタイトルで、オンタリオの製造会社108社のサ

ンプル調査から、企業の環境責任への姿勢は、単なる規制準拠から持続可能な企業や環境保護に真

に関心のある方向へ移行しつつあるとする研究もみられる（Nilsson，1997）。

　環境マネジメントに関する海外の博士学位論文のなかで卓越したものは、コルビィの「エコロ

ジーと経済思想と社会システム－環境マネジメントと発展との相互関係の進化－」であろう

（Colby，1990)。同論文では、環境マネジメントの現代のアプローチとして、環境保護、資源管理、

エコ発展の３つをとりあげ、環境思想を背景に広い視野で論述している。とりわけ、環境哲学やシ

ステム哲学を踏まえ、“新しい物理学”や科学の認識論に言及していることは高く評価される。

　以上、環境マネジメントに関する海外の博士学位論文について概観してきた（これらについて、

より詳しくは（石井・清水，2001）を参照されたい）。それらはコルビィを除いて、いずれも企業

の環境マネジメントに限定した狭い領域を研究対象としている。各博士論文の参照文献においても、
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ほとんど科学や哲学の分野の文献はみられない。今日の地球環境問題には、後述のように、幅広く

奥深いつながりを認識して対応する必要がある。企業の環境マネジメントの手続き面に腐心した研

究に終始するだけでは、真剣に地球環境問題のことを考えているのかと、研究者の意識レベルに疑

問を抱かざるを得ない。そこで、次に環境マネジメントに関する海外の著作文献についてみてみよ

う。

２　環境マネジメントに関する海外の著作について

　環境マネジメントに関する海外の著書をみてみると、企業の環境監査、とりわけＩＳＯ14000シ

リーズの環境マネジメント・システムや品質管理とリスクマネジメントに関連するものが圧倒的に

多い（Harrison(ed.)，1984；Sheldon(ed.)，1997；Voorhees et al，1998；Bhat，1998)。

　環境マネジメントというタイトルがつけられていても、環境マネジメントそのものについて論述

していないものや、事例研究にとどまっているものも多い。たとえば、『統合環境マネジメント』

（Itakura(ed.)，1999)は、環境問題や環境教育等が中心の内容となっており、『国際環境マネジメン

ト』（Daugherty，1996)は、企業の環境マネジメントのための実務的なハンドブックであり、『環境

マネジメントの制度』（Hukkinen，1999)は、環境マネジメントの制度に関して、米国内及び諸外国

の環境マネジメントの事例研究や制度改革についてとりあげたもので、いずれも環境マネジメント

そのものについて論述していない。また『環境マネジメントとよりクリーンな生産活動』

（Hillary(ed.)，1997)は、ＩＳＯ14001等に関して国際的な視点や各国の状況、規制と自己規制の問

題、ヨーロッパの企業の実践活動、中小企業の事例研究などについて説述し、『環境マネジメント

の国際水準』（Hitchens et al (ed.)，1999）は、持続可能な企業のための要件を探るとともに、アメ

リカ、日本、ヨーロッパ各国の環境マネジメントにおける実務慣行を紹介し、『環境問題をマネー

ジする』（Buchholz et al，1992)は、“新環境主義”(New Environmentalism)というコンセプトを提示

して、企業７社の事例研究を行っているが、いずれも事例研究等に重点がおかれ、環境マネジメン

トそのものに本格的に取り組んだ研究とはみうけられない。

　そこで、次に環境マネジメントに焦点をあてた著作について幾つか列挙してみよう。

(1) 環境マネジメントに関する全般的な論文集として、『環境マネジメント』というタイトルの著

作がある。本書では、環境マネジメントの16の事例研究だけでなく、企業が成功するために、サ

スティナブルな戦略マネジメントというコンセプトを提示している。またアメリカ政府のＩＳＯ

14000への対応やＩＳＯ14000と貿易障壁（発展途上国への障壁）についても論述している

（Russo，1999：155,167,263～265)。

(2) 経営学部の学生に有用な環境マネジメンントのテキストとして、『環境マネジメントの諸原理
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－緑の企業に』というタイトルの著作がある。その内容は、１環境問題の展開　２エコロジーの

概念と原理　３環境倫理とエコロジー　４公共政策と環境　５地球規模の問題　６大気汚染　７

水汚染　８殺虫剤と有毒物質　９廃棄物処理　10砂漠化と種の絶滅　11海面上昇と湿地保全　12

企業の戦略　13社会の戦略、となっている（Buchholz，1993)。

(3) 『エコマネジメントとエコ監査』というタイトルの著作は、ＴＱＭ（総合品質マネジメント）、

労働者の健康・安全、環境アセスメント、環境負債や環境リスクなど、企業が直面している環境

問題を幅広く論じている。そこでは結論として、エコ監査におけるＩＴ（ Information

Technology：情報技術）の重要性を認識すべきとしている（Spedding et al，1993：206)。

(4) 『企業の環境マネジメント』という著作は、イギリスを中心に、ヨーロッパそれにアメリカの

環境マネジメントの実践について説述し、さらにＴＱＭや環境政策についても言及している。そ

して上掲書と同じ著者であるスペッディングは、やはりＩＴは環境マネジメントにとって強力な

道具となろうと指摘している（Spedding，1996：278)。

(5) 『環境マネジメントにおける基本的概念』という著作は、アメリカの環境関連法規を中心に、

水、大気、土壌、有害廃棄物など、各論にわたって解説している（Mackenthun，1998)。

(6) 『ヨーロッパの企業における環境マネジメント』という著作は、ドイツの環境マネジメントの

発展過程とドイツの環境マネジメント研究の主要な面について論じた後、環境マネジメントに関

する企業の成功事例をとりあげるとともに、種々の角度から評価を下している。本書で、企業は

ただ漸次的な努力に着手するのでなく、全社的に一般的な環境マネジメントを志向しコミットし

ていくことが必要であると強調している。なお環境マネジメントにおけるシステミックな進化の

展望にも触れている（Conrad，1998：35)。

(7) 『環境企業マネジメント』という著作は、企業が直面している環境問題、さらに環境問題への

経営者の対応についてとりあげるとともに、ＥＭＳ（環境マネジメント・システム）、ＥＩＡ

（環境影響評価）、ＥＡ（環境監査）などに言及している。そこでは環境マネジメントへのアプ

ローチとして、法規則への対応で主として公害管理を志向する第１世代、将来の債務を避けるこ

とが主で、未だ規制志向の第２世代、包括的な環境マネジメント・システムにもとづく制度的な

環境マネジメント能力の形成を必要とする第３世代、の３つのアプローチを提示している

（North，1997：100～101)。

(8) 『企業環境マネジメントーシステムと戦略』という著作は、企業の環境マネジメントの背景や

環境マネジメントの手法、それに環境マネジメント・システムの広範な適用について論じるとと

もに、包括的な理論的枠組を提供するものとして、環境マネジメント・パラダイムの４つの分類

をとりあげている。また企業と地域を統合するシステムベース・アプローチとしてＲＥＭＳ（地
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域環境マネジメント・システム）のコンセプトを提示している。さらに地方自治体は、自らの環

境影響をマネージするとともに、中小企業の環境マネジメントを奨励するために、環境マネジメ

ント・システムを利用していると説述している（Welford(ed.)，1996：15,221～223,236)。

　なお英国の地方自治体のエコマネジメントに関する著作や（Jacobs & Levett，1993)、都市の環

境マネジメントに関する著作（Atkinson et al(ed.)，1999)もみられる。

　最後に、環境マネジメントに関する海外の著作のなかで、比較的広い視野で論じているものをと

りあげよう。

　ウェルフォードの『企業の環境マネジメント』という著作は、ポストモダンの社会において持続

可能な発展（sustainable development)をめざして、社会問題や倫理問題、国際ビジネスやグローバ

リゼイション、持続可能な生産と消費とマーケティングなどをとりあげている。そして持続可能な

発展に向かうために、シュマッハーの『スモール　イズ　ビューティフル』の“仏教経済学”に依

拠して論じるとともに、中心的な価値として霊性もしくは精神性（spirituality)に言及していること

は注目される（Welford，2000)。

　次に前述のバロウの『環境マネジメント－原理と実践』という著作は、体系的かつ包括的に環境

マネジメントの領域を詳細に論述している。環境マネジメントの基本からエコ監査や環境リスク・

マネジメント、それに経済学など社会科学との関連、エコシステムのマネジメントなど幅広くとり

あげている。なかでも環境マネジメントの生成や定義に関して論述しているところは高く評価され

る。ほとんどの環境マネジメント関連文献では、それらの記述がみられないからである。また「環

境科学と環境マネジメント」のテーマで、自然システムと社会システムの相互関係を図式化し、環

境マネジメントとの関わりを検討しているところは注目される。ただし後述するようなエコシステ

ムに関する哲学の分野の議論を踏まえていないために、皮相的なレベルの見方にとどまっているの

が残念である。それはさておき、バロウの本書は、伝統的な科学のパラダイムの下で、オーソドッ

クスな環境マネジメントの大著として確たる位置を占めるのは間違いないと思われる（Barrow，

1999:2～7,128～130)。

  それから、伝統的な科学のパラダイムそのものを問い直し、新しい環境マネジメントのあり方を

提示した著作として、カレンバックやカプラ等の『エコ監査とエコロジー意識をもったマネジメン

トへのエルムウッド指針』（邦訳『エコロジカル・マネジメント』）という著作がある（Callenbach，

et al，1990，1993)。本書は科学のニューパラダイム思考にもとづき、環境監査からエコロジー監

査へのパラダイム転換を提言している。環境マネジメントに関する文献のほとんどは、自然の循環

システムなど環境そのものに対する認識が十分にあるとはみうけられない。カレンバックやカプラ
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たちは、エコロジーもしくは環境思想に精通しているところから、本書は真に地球環境問題に対応

するマネジメントのための具体的な指針を提示している。環境マネジメントの著作としては傑出し

たレベルの本であり、環境マネジメントの研究に先導的な役割を果たすものと高く評価したい。

  なお環境マネジメントに関する海外の雑誌論文においても、たとえば「環境マネジメント監査」

というタイトルで、ＩＳＯ14001に関連して、環境監査人の資格の統一的な基準の適用を検討した

論文（Cichowicz，1997)やＩＳＯ14000の環境マネジメント・システムを評価し監査する責任を内

部監査部門が担うとの論文（Label et al，1998)など、ほとんど企業の環境マネジメントが議論の中

心になっていることを付言しておく。

Ⅲ　環境マネジメント論の課題と射程

　海外の環境マネジメントに関する議論の現状を踏まえて、環境マネジメント論の問題点と課題を

明らかにしよう。それとともに、私のこれ迄の環境マネジメントの研究プロセスから、環境マネジ

メント論の射程を提示しよう。

　第１は、環境マネジメントと関わる環境監査のあり方についての問題である。私はこれ迄、ＩＳ

Ｏの環境監査の現状と課題、わが国におけるＩＳＯ環境監査の問題点、国際的動向を視野に入れた

環境監査の展開、さらにＩＳＯの環境監査の限界を超える環境監査の針路などのテーマで研究して

きた（石井、1999B､2000A･2001B､2000B､2000C､2000G)。

　そのプロセスで、地方自治体における認証取得の実状調査により、ＩＳＯの環境監査には種々の

問題があり、限界があることを実感してきた。この限界を克服するには、広い視野でのエコチェッ

クが必要と思われる。それと共に、環境監査やエコチェック担当者の意識の変革あるいは環境オン

ブズマンとしての自覚が必要となろう。このような文脈で、「地方自治体のエコチェックの方法」、

「企業のエコチェックの方法」「環境オンブズマンになるための自己診断」などのテーマで、環境

マネジメントの研究領域を拡げた（石井、1996A､1996B､1997A､2000D；北原・松行、1998；松行・

北原、1999）。

　第２は、環境マネジメントや環境監査の議論では、地球環境問題に対する認識が余りにも不足し

ているということである。環境関連法規に関することが主で、狭い知識レベルにとどまっている。

それ故、自然の循環システムや生命の連鎖など広くて深い地球環境問題のつながりを理解すること

と、実際に自然のなかに入って自然との関わりを体感することが課題となる（北原・石井、1994）。

　私は「環境マネジメントの理念と具体策」というテーマで、環境教育、環境技術、環境オンブズ

マン、意識改革の４つのコンセプトをいかに連動させてマネージしていくことが、とりわけチャレ

ンジングな課題となることを提示した（石井、1997B）。環境マネジメントに取り組む人々にとって、
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これらのコンセプトに対する理解と実践が求められている。このような文脈で、私は大学における

環境教育の問題（石井・北原、1996)や、環境技術、環境オンブズマン、意識改革などのテーマで、

環境マネジメントの研究領域を拡げた。

　第３は、環境マネジメントに関する議論の現状では、環境マネジメントの対象領域が狭く、とて

も今日の広範な地球環境問題に対応できないという問題がある。そこで、地球環境問題に対応でき

るように、環境マネジメントのコンセプトを拡大することが課題となる。その際、一つは、“環

境”のコンセプトを拡大して、企業だけでなく、家庭、非営利団体、国家、地球、宇宙を包含する

よう、射程を広げることが必要である。もう一つは、“マネジメント”のコンセプトを拡大して、

人、モノ、カネ、情報のマネジメントから、システムのマネジメント（さらには後述のように意識

のマネジメント）を包含するよう、射程を拡げることが必要となる。

　企業も家庭も地球もすべてシステムであるから、地球環境問題に対応するためには、システムと

しての地球をマネージすること（まさに地球マネジメント）に思い到らねばならない。これ迄の複

雑系の研究では、限定細分化、要素還元主義の域を脱せず、地球を複雑系とみる発想はなかった。

前述したように、私たちは地球を複雑系とみて、エコプロセシズムという科学のニューパラダイム

を提唱した（北原・石井、1993、1998)。

　第４に、地球環境問題の理解から、さらに一歩踏み込んで、自然破壊と人間破壊のつながりを十

分に認識しなければならない。人間は自然の一員であるから、水が汚染されれば人間も汚染される

ように、自然が破壊されれば人間も破壊される。自然環境の破壊は、人間だけでなく、家庭や社会

という人間を内に含む環境も破壊していく（北原・石井、1994；石井、1998B)。農薬などの環境ホ

ルモンは、沈黙の春をもたらす自然破壊だけでなく、人間の身体、さらに人間の精神も蝕んでいく。

環境ホルモンだけでなく、遺伝子組み換えや電磁波の影響についても、計り知れない。地球の病い

を癒し、地球の健康を回復させることと、人間の心身の病いを癒して、人間の健康を回復させるこ

ととはつながっている。地球の癒しだけでなく、人間の心身の癒し、スピリチュアリティの問題を

射程に入れるよう、環境マネジメントの研究領域を拡げる必要があろう（石井、1998B)。

  第５に、地球環境問題を考えるだけでは、人類の危機的状況から脱出することに限界があること

に気づかねばならない。今日の危機は、地球環境の危機だけでなく、人間の意識の危機でもあるか

ら、意識のマネジメントに眼を向ける必要がある。要するに、環境浄化と意識浄化とのつながりを

認識することが課題となっている。地球環境を浄化するためには、私たち一人ひとりの意識改革も

しくは意識の浄化が求められる。すなわちシステムのマネジメントから意識のマネジメントを包含

するよう、環境マネジメントの射程を拡げる必要があろう。前述したように、地球マネジメントは、

地球を直接マネージしようというのでなく、地球とつながった私たち一人ひとりの意識をマネージ
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することによってのみ可能となるからである（石井、1997C､1999C､1999D､2000E､2001A）。

  第６に、環境マネジメントの射程を、地球マネジメントを内に含む宇宙マネジメントに拡げたい。

その場合、太陽系のようなマクロコスモスとしての外宇宙だけでなく、ミクロコスモスとしての人

間の内面、すなわち内宇宙に眼を向けることが究極の課題となる。内宇宙のマネジメントは、上述

の第５の意識マネジメントとつながり重なる問題である。今や意識と宇宙を視野に入れて、新しい

科学や哲学のあり方を問うことが最先端の研究課題となっている。これらの問題は、さらに神や

“私”の問題も含めて、神秘系の重要な研究領域となる。

　上述の第１～第６はつながって切り離せない問題であるが、理解の便宜上、特に重要なポイント

として６項目を挙げ、環境マネジメント論の課題と射程に関する私見を提示した。

　ここで、前出の環境マネジメントに関する文献のなかで、とりわけ広い視野を持つと評価される

ウェルフォード（Welford，1996)、バロウ（Barrow，1999)、コルビィ(Colby，1990)、カレンバッ

ク＝カプラ他（Callenbach＝Capra et al，1990)の議論との関連について触れておこう。これらは環

境マネジメントに関する先端的で代表的な著作といえるからである。

(1) ウェルフォードは、スピリチュアリティについて述べ、「仏教経済学」の視点の重要性を指摘

しているものの、この領域で、ウェルフォード自身の理論展開はなされていない。スピリチュア

リティに関しては、ケン・ウィルバーなどがすでに取り組んでおり、私のいう見えない意識の世

界や神秘系の研究領域になる（石井、1998B､1998C､1999A､1999C)。

(2) バロウはエコシステムに関して述べているが、これに関しても、ケン・ウィルバーがポパー、

ディープエコロジストさらにヤンツらの議論を批判的に検討し、高度な理論展開をしている。こ

れらは、私のいう神秘系研究でとりあげている（石井、1998C)。

(3) コルビィは、“新しい物理学”に関して、ボームなどの見解に言及しているが、ボームのイン

プリケイティド・オーダーも含めて、私自身、より深い議論を展開し、神秘系研究の重要な研究

領域としている（石井、1997C)。

(4) カレンバックとカプラ等は、地球環境問題に理解が深いし、“新しい物理学”にも精通してい

るように思われる。しかし、内宇宙や意識のマネジメントに対する認識や実践は十分に窺えない。

　環境マネジメントに関する海外の議論の現状は、上述のようであるので、環境マネジメント論の

展開にとって、それほど私たちが依拠すべきものはみうけられない。むしろ、海外の環境マネジメ

ントの研究は立ち遅れているのが実状と思われる。確かに、カプラや“新しい物理学”の研究者た

ちのように、西洋科学の限界を認識し、東洋の叡智に学ぼうとする時代になっている。それは、意

識と宇宙を視野に入れた新しい科学や哲学を求めるもので、まさに私のいう神秘系研究のめざすも

のとつながり重なるであろう。
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結びに

　環境マネジメントに関する海外の文献を調査して明らかになったことは、今日の地球環境問題に

対応するために重要な学問分野である「環境マネジメント」の研究は、まだ緒についたばかりとい

うことである。前出のウェルフォード、バロウ、コルビィ、カレンバック＝カプラ他の著作を除け

ば、実践の解説に追われ、深いレベルでの理論的考察はほとんどなされていないという状況とみう

けられる。

　わが国では、明治維新以来、西洋科学の思考様式を導入することに重きをおいて今日に至ったが、

欧米では、伝統的な科学の限界が明らかになるにつれ、東洋の世界観に眼が向けられるようになっ

てきた。これ迄の西洋的な文明観では21世紀という新しい時代を乗りきれないことが、地球環境の

危機的状況に直面して、徐々に理解されるようになってきたからであろう。そこで東洋、とりわけ

日本から新しい文明観や世界観あるいは哲学思想を情報発信していきたいものである。

　わが国の多くの研究分野では、これ迄欧米の文献に依拠して研究が進められてきたのが実状であ

ろう。私自身、欧米の参考文献をリストアップして研究することに多大の努力をしてきた。しかし

これからは、海外で依拠すべき文献がない状況では、私たち自身で考えて、研究していかねばなら

ないとの思いを強くしている。

　今日の人類の危機的状況に応える重要な学問分野として、環境マネジメント学の構築に向けて、

私たちは心を一に協力して取り組んでいきたいと願うばかりである。
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